
130 宮清めの祭りにおいて 

ヨハネによる福音書 10：22～39（ユダヤ人、イエスを拒絶する） 
 
22 そのころ、エルサレムで神殿奉献記念祭が行われた。（時は霊的な）冬であった。 
→神殿奉献記念祭（宮きよめの祭り、宮清めの祭り、ハヌカ祭、ハヌカーの祭り、光の祭り） 

聖書中「神殿奉献記念祭」の記述は、ヨハネによる福音書 10：22 のみで、ハヌカーはヘブライ語で「奉

献、献納」という意味である。 

→ダニエル書 12：11～12 に「日ごとの供え物が廃止され、憎むべき荒廃をもたらすものが立てられてか

ら、千二百九十日が定められている。待ち望んで千三百三十五日に至る者は、まことに幸いである。」※１

と記されている。この預言は歴史的事実を背景にするもので、セレウコス朝シリアの統治者アンティオ

コス 4 世・エピファネス※２が、BC167 年キスレーヴの月の 15 日に、ギリシア神ゼウスの祭壇を神殿に設

置したことを指している。しかし、この祭壇は、BC164 年キスレーヴの月の 25 日に、ユダヤ人マカベア

－豪族のユダス＝マカバイオス（ユダ＝マカベウス、マカベウスのユダ）－により取り除かれ、神殿は

再奉献
● ● ●

された。この出来事は「ハヌカー」「宮きよめ」と呼ばれ、今でも神殿祭として祝われている。 

マタイによる福音書 24：15 にも、「預言者ダニエルの言った憎むべき破壊者が、聖なる場所に立つのを見

たら――読者は悟れ――、」と記されている。これは終わりの日に起こる反キリストによる大患難のこと

を預言しているが、この出来事の原型が「ハヌカの祭り」の背景にある。 

※１：数字は、アンティオコス 4 世エピファネスによる迫害が続く間、あるいは将来のある時期を指す。 

※２：アンティオコス 4 世エピファネス（BC215/212 年？～BC164/163 年？）は、BC2 世紀のセレウコス

朝（BC312 年～BC63 年頃）シリアの王（在位：BC175 年～BC163 年）。プトレマイオス朝を圧倒したことで

ユダヤを支配下に治めたが、やがてマカバイ戦争（BC167 年に勃発したセレウコス朝に対するユダヤ人の

反乱とそれに続く戦争）を引き起こした。 

23 イエスは、神殿の境内でソロモンの回廊を歩いておられた。 
 
24 すると、ユダヤ人たちがイエスを取り囲んで言った。 
「いつまで、わたしたちに気（→魂）をもませるのか。 

もしメシアなら、はっきりそう言いなさい（→文語訳：何時ま

で我らの心を惑しむるか、汝キリストならば明白[あらは
わ

]に
告げよ）。」 
→ここでのユダヤ人たちは、最高法院に属する議員で、 
祭司職に就き、ファリサイ派や他の指導者たちに影響力を持つユダヤ人教師でもあった。 
→気をも（揉）む：やきもき（物事がどうなるかといらだつさま）する。いろいろと心配して悩む。 
→メシアはヘブライ語で「マシアハ」で油注がれた者の意味で、その者が特別に選ばれた者であることを

示し、神の力がその人に臨むしるしでもある。 

太陽暦・ユダヤ暦・バビロニア暦

太陽暦 ３月 ３月

月（ヘブライ暦）

ユダヤ暦

バビロニアの月名
()：カナンの古称

←←← →→→

※ユダヤの三大祭：過越祭、七週祭、仮庵祭
①イエス・キリストが過越祭の時に、子羊として十字架にかけられ、殺された。
②三日目によみがえられた。→復活祭

・ユダヤ暦は、日本の旧暦と同じく、月の満ち欠けを基準に月を決める方式（太陰太陽暦）です。
・ユダヤ暦は、一日が日没（夕方）に始まり、次の日の日没（夕方）に終わります。それは、聖書の創造の記事に「夕べがあり、朝があった」（創世記１：５他）と記されているからです。
・イスラエルでは普段の生活には、西暦も使っていますが、ユダヤ教の祝祭日や公式行事はユダヤ暦によって決められています。
・ユダヤ暦は天地創造を起点にして数えることになっており、西暦＋３７６０年（西暦よりも３７６０年長い）となる。 
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25 イエスは答えられた。 
「わたしは言った（→話した）が、あなたたちは信じない。わたしが父の名によって行う業が、わたしに

ついて証しをしている。 

26❶しかし、あなたたちは信じない。わたしの羊ではないからである。 
27❷わたしの羊はわたしの声を聞き分ける。❸わたしは彼ら（→わたしの羊）を知っており、❹彼らはわ

たしに従う。 

28❺わたしは彼らに永遠の命を与える。彼らは決して滅びず、だれも彼らをわたしの手から奪うことは

できない。 
29❻わたしの父がわたしにくださったものは、すべてのものより偉大であり（→別の写本では、「すべて

のものを与えて下さったこの方は偉大であり」）、だれも父の手から奪うことはできない。 

30❼わたしと父とは一つである（→イエスの神性宣言）。」 
 
31 ユダヤ人たちは、イエスを（冒瀆[冒涜]罪として）石で打ち殺そうとして、また石を取り上げた。 
→律法に従わず、共同体の神聖を脅かし、神の民の脅威となると判断された者に対し、共同体全体で石を

投げ、打ち殺し葬った。 
 
32 すると、イエスは（冷静に）言われた。 
「わたしは、父が与えてくださった多くの善い業をあなたたちに示した。その中のどの業のために、石で

打ち殺そうとするのか。」 
 
33 ユダヤ人たちは答えた。 
「善い業のことで、石で打ち殺すのではない。神を冒瀆したからだ。あなたは、人間なのに、自分を神と

し（神を冒瀆し）ているからだ。」 
→ユダヤ人指導者たちはイエスが神であることを主張したので非難した。指導者たちはイエスを神では

なく、人間に過ぎないと思っていたので、死刑に相当する神への背信（冒瀆）を犯していると述べた。 
 
34 そこで、イエスは言われた。 
「あなたたちの律法に、『わたしは言う。あなたたちは神々

● ●

（→gods： ヘブライ語「エロヒム」＝「神」

または「神々」）である』と書いてある（→書かれている）（→詩編 82：6）ではないか。 

→（リビング・バイブル）「あなたがたの律法には、『わたしは言った。「あなたがたは神々だ」』（詩篇 82：

6）と書いてあるではありませんか。 

→（詩編 82：6）わたしは言った／「あなたたちは神々なのか／皆、いと高き方の子らなのか」と。 

重要「神々」は、神の代理人として裁きを行う人たちで、神の言葉（知恵の言葉と知識の言葉）が超自然

的に彼らに与えられました（人に神性が宿っているという意味ではない）。かつてイスラエルの士師たち

は神々（エロヒム）と呼ばれ、イスラエルの神は、御言葉と神の霊を通して、士師たちに閃
ひらめ

きを与えられ

ました。神ご自身が、彼らの中で彼らを通して民を裁かれたので、神の代理人（代表者）たちはこの名誉

ある称号「神々」を与えられました。彼らは崇拝されるべき対象という意味での「神々」ではなく、神の

権威の下で語り、裁きを行うという意味で「神々」と呼ばれました。→次節（35a 節） 

→ユダヤ人たちは、律法（モーセ五書：「創世記」「出エジプト記」「レビ記」「民数記」「申命記」）を与え

られていることを誇りとしたが、ここでの「律法」は旧約聖書全体を指している。 

 

35 神の言葉を受けた（→聖書協会共同訳：神の言葉を託された）人たちが、『神々』と言われている（→

回復訳：神の言が臨んだ人たちのことを、『彼らは神々である』と彼は言われた）。そして、聖書が廃れる

ことはありえない。 
36 それなら、父から聖なる者とされて世に遣わされたわたしが、『わたしは神の子である』と言ったから

とて、どうして『神を冒瀆している』と言うのか。 



37 もし、わたしが父の業を行っていないのであれば、わたしを信じなくてもよい。 

38 しかし、行っているのであれば、わたしを信じなくても、その業を信じなさい。そうすれば、父がわ

たしの内におられ、わたしが父の内にいる（→イエスの神性宣言）ことを、あなたたちは知り、また悟る

だろう。」 
 
39 そこで、ユダヤ人たちはまたイエスを捕らえようとしたが、イエスは彼らの手を逃れて、去って行か

れた。 
→逃れた方法は記されていない（そんなことは重要な問題ではない）。 
→逃れた理由（重要）は、「まだ時が来ていない」（ヨハネによる福音書 7：8）からである。 
→聖書にある「イエスを捕らえようとした」場面⇒マタイ 21：46、マルコ 12：12、ヨハネ 7：30 
 
【参考】 石打ち 

下半身を生き埋めにして、身動きが取れない状態の罪人に対し、

大勢の者が投石（人が即死しないように、握り拳程度の大きさの

石を用いる）、死に至らしめる処刑法で、処刑の中でも最も苦痛

が伴うとされる。古代オリエント世界においては一般的な処刑方

法であったが、残酷なため、現在ではほとんど行われていない。

しかし、イランや北部アフリカなどのイスラム教国では未だにこ

の処刑方法を採用している地域も存在し、人権擁護団体などによ

る批判の対象になっている。 
（出典、参考：ウィキペディア「石打ち」） 

→新約聖書に登場する「石打ち」刑 

 

 

 



【参考】 聖書に登場する「内におり（内におられ）」「内にいる」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


